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京都・丹後の音風景にピアノ楽曲を融合させたCDアルバム
 ～京都府立丹後郷土資料館で実際に使用された環境音楽～ 

 
『キョウトアンビエンス３ -ピアノと丹後の音風景-』 
・オーディオCD（14曲）《2016年2月6日リリース予定》 
・価格：2,500円（税別） 
・小松正史、通算11作目のピアノ環境音楽アルバム 
・流通ルート：自主制作盤につき、京都市内の各店舗 
 （マンガミュージアムやJEUJIA Basic.など）と、Amazon 
・丹後・宮津市内を中心に録音した環境音（石臼、海鳥、 
　銅鐸、雨蛙、櫓、糸車、釡戸、脱穀機、雨、織機、波音、 
　太刀振）の響きに合わせて、新たに作曲したピアノ曲を融合 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

■小松正史（こまつ・まさふみ）のプロフィール 
　 
1971年生まれで京都在住の環境音楽家・効果音デザイナー・
博士（工学）。現在、京都精華大学人文学部教授。環境音楽の
作曲とサウンドスケープの研究を行う。京都タワーなどの公共
空間の音デザインを実践。音の教育コンテンツを開発。音にま
つわる著書やCD多数。河瀬直美監督の映画作品をはじめ、多
数の映像作品に楽曲提供し音楽監督を行う。聴覚や身体感覚を
研ぎ澄ませる音のワークショップを開発。著書やCD多数。 
http://www.nekomatsu.net 

■連絡先 
　・E-mail: masafumi@kyoto-seika.ac.jp　・Tel: 075-200-6968（自宅） 

■CDアルバムの詳細内容 
　このたび、環境音楽家で京都精華大学教員の小松正史が「キョウトアンビエンス３ ～ピアノと
丹後の音風景～」を2月6日にリリースします。京都府立丹後郷土資料館の空間で2015年度に使用
された、珍しい環境音楽のCDアルバムです。丹後地方の風土から醸し出された音風景をフィール
ドレコーディングし、採取音にピアノ楽曲を融合しています。（今後も継続的に館内で使用予定） 
　制作者である小松正史の実家が館と近いことと、幼少から慣れ親しんだこの館と丹後に「音」
で恩返しをしたいという気持ちから、「丹後郷土資料館・音デザインプロジェクト」の提案を思
い立ちました。本作品が実際に流れる館内において、来館者に環境音楽についての意識調査を行
い、館内にはその土地の風土を生かした環境音楽が欠かせないとの研究成果が得られました。 
　とりわけこのアルバムは、私の専門である「地域環境音のフィールドワーク」と「ピアノによる
音楽表現」の2つの音活動を交叉させた内容となっています。丹後の風土から醸し出された音風景
の記録を、ピアノ楽曲で引き立たせることを最大の目的として制作しました。丹後を熟知している
方もそうでない方も、このアルバムから「自分だけの原風景」を感じ取っていただければ幸いです。
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